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1／○ 日本医史学雑誌第45巻第3号(1999)

児
島
保
編
著

「
島
根
名
医
略
伝
」

著
者
は
島
根
県
仁
摩
町
に
生
ま
れ
、
鳥
取
大
学
医
学
部
を
卒
業
さ
れ

た
外
科
医
で
あ
る
。
国
立
三
朝
療
養
所
、
同
島
根
療
養
所
勤
務
を
経
て
、

一
時
郷
里
の
仁
摩
町
診
療
所
に
勤
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
九
年
に

八
束
郡
島
根
町
で
開
業
さ
れ
た
。

多
忙
な
診
療
の
傍
ら
、
八
八
年
に
編
纂
委
員
長
と
な
っ
て
「
八
束
郡

医
師
会
史
」
を
ま
と
め
ら
れ
、
更
に
「
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
」
の
医

師
部
門
を
執
筆
さ
れ
、
県
下
の
医
師
の
個
人
情
報
を
得
ら
れ
た
。
そ
の

引
き
続
き
に
県
内
外
の
知
ら
れ
た
医
師
の
略
伝
を
書
い
た
も
の
が
本
書

と
聞
く
。
こ
の
こ
と
は
筆
者
が
か
な
り
以
前
よ
り
郷
土
の
医
学
史
に
興

味
を
持
た
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

近
世
よ
り
現
代
に
至
る
一
三
三
名
の
医
師
を
、
ラ
ン
ク
付
け
す
る
こ

と
な
く
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
取
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
選
定
に
、
医
学
に

ま
た
医
師
会
に
貢
献
し
た
人
、
地
方
政
治
や
後
進
育
成
に
功
労
の
あ
っ

た
人
、
文
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
秀
で
た
人
、
著
作
が
あ
っ
た
り
頌
徳

碑
の
あ
る
人
、
ま
た
特
別
な
変
人
・
奇
人
で
も
社
会
的
評
価
の
あ
る
人

な
ど
を
基
準
に
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
軍
人
で
あ
り
文
豪
と
し
て
知
ら

れ
る
森
鴎
外
、
サ
ル
バ
ル
サ
ン
発
見
の
秦
佐
八
郎
な
ど
は
と
も
か
く
、

大
槻
玄
沢
の
「
蘭
学
偕
梯
」
に
序
文
を
書
い
た
天
愚
孔
平
に
つ
い
て
も
、

米
来
来
紹
介
米
来
米
楽
楽
米
楽
楽
来
米
来
米
楽
楽
楽
楽
糸

そ
の
奇
行
と
業
績
を
紹
介
し
て
い
る
。

牛
痘
接
種
の
山
陰
で
の
最
初
と
さ
れ
る
益
田
の
米
原
恭
庵
、
松
江
で

の
種
痘
者
錦
織
春
象
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
頌
徳
碑
を
浜
田
市
鏡
山
山
頂
に
建

立
し
た
豐
原
勘
一
郎
の
名
も
み
ら
れ
た
。
珍
し
い
例
で
は
、
隠
岐
島
で

象
皮
病
患
者
の
多
発
か
ら
、
明
治
一
三
年
に
そ
の
地
で
病
理
解
剖
を
行

っ
た
と
い
う
佐
々
木
文
蔚
も
取
上
げ
て
い
た
。

「
長
崎
の
鐘
」
、
「
ロ
ザ
リ
オ
の
鎖
」
、
「
い
と
し
子
を
残
し
て
」
な
ど
で

全
国
民
を
感
動
さ
せ
た
原
爆
病
学
者
の
永
井
隆
も
い
る
。
ま
た
貧
者
よ

り
は
薬
礼
も
受
け
ず
に
地
域
の
医
療
に
尽
し
た
数
人
の
医
師
の
名
も
み

ら
れ
る
。
か
っ
て
小
作
農
中
心
の
農
村
に
は
、
支
払
う
薬
礼
の
現
金
を

持
つ
農
民
は
一
年
中
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
在
村
の
医
師
の
生
活
は
、

多
く
は
富
裕
者
の
診
療
か
、
村
外
へ
の
往
診
の
謝
礼
に
頼
っ
て
い
た
事

例
が
こ
こ
で
も
う
か
が
わ
れ
る
。
農
山
漁
村
で
活
躍
し
て
い
た
医
師
や

医
家
系
は
、
そ
の
地
域
の
社
会
的
環
境
に
応
じ
た
生
活
、
経
営
を
し
て

い
た
。
そ
こ
に
は
当
然
都
市
で
の
医
療
情
況
と
異
っ
て
い
る
も
の
を
も

っ
て
い
た
。
従
っ
て
地
方
の
医
療
史
探
究
に
は
、
時
代
的
に
も
そ
の
地

方
の
医
療
現
場
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

掲
げ
ら
れ
た
二
二
三
名
の
医
師
の
う
ち
一
七
％
が
県
外
出
身
者
で
あ

っ
た
。
時
代
的
に
排
他
性
の
強
い
土
地
柄
と
は
い
え
、
医
業
で
は
他
地

方
の
交
流
が
多
い
こ
と
と
、
そ
の
医
師
た
ち
の
地
域
に
根
づ
こ
う
と
す

る
努
力
と
英
知
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
著
は
広
く
県
下
の
医
師
を
取
上
げ
て
い
る
の
が
特
色
で
も
あ
る
。

た
だ
表
題
の
略
伝
か
ら
逸
脱
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
も
う
少
し
追
求

し
て
欲
し
い
と
思
わ
れ
る
人
物
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
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島
根
県
の
医
史
学
に
つ
い
て
は
、
米
田
正
治
先
生
の
「
島
根
県
医
家

列
伝
」
、
「
続
島
根
県
医
家
列
伝
」
、
「
島
根
県
医
学
史
覚
書
」
が
あ
る
。

本
著
は
そ
れ
を
補
足
す
る
形
で
多
く
の
医
師
を
発
掘
し
た
。
筆
者
に
今

後
も
な
お
こ
の
地
方
の
医
師
の
人
間
像
、
業
績
を
追
求
し
て
い
た
だ
き
、

米
田
先
生
亡
き
あ
と
の
島
根
県
医
学
史
研
究
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
と

思
う
の
は
、
隣
県
の
私
ば
か
り
で
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
な
る
御
研
究
の

進
展
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
（
森
納
）

〔
〒
卸
ｌ
岬
島
根
県
八
束
郡
島
根
町
一
二
七
六
’
一
、
電
話
○
八
五
二
’

八
五
’
二
○
六
七
、
Ａ
５
判
、
一
二
○
頁
、
非
売
品
〕

『
芸
備
医
事
」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
刊
行
は
、
次
の
諸
点
に
お
い
て
、

意
義
あ
る
事
業
と
し
て
注
目
さ
る
可
き
で
あ
ろ
う
。

第
一
点
は
明
治
二
十
九
年
六
月
十
二
日
に
発
行
さ
れ
た
医
学
総
合
情

報
誌
と
も
言
う
べ
き
本
誌
が
創
刊
号
よ
り
昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
五

日
終
刊
号
に
至
る
ま
で
の
五
五
五
号
が
欠
号
な
く
完
本
化
さ
れ
、
雁
皮

紙
を
使
用
し
、
四
十
七
冊
と
索
引
号
一
冊
を
追
加
し
、
本
誌
の
内
容
は

約
一
九
、
○
○
○
頁
と
生
れ
か
わ
っ
た
体
裁
と
な
り
、
そ
の
優
れ
た
紙

質
と
堅
牢
な
製
本
は
永
久
判
と
し
て
特
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
点
と
し
て
は
、
本
書
が
当
地
医
学
会
で
あ
る
芸
備
医
学
会
か
ら

起
算
し
て
、
平
成
九
年
で
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
る
の
で
あ
る
。

芸
備
医
学
会
は
節
目
の
年
度
毎
に
、
先
哲
の
追
善
顕
彰
事
業
を
取
り
あ

げ
、
総
会
次
第
の
中
で
重
要
な
事
業
の
第
一
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、

「
芸
備
医
事
』
復
刻
発
刊

そ
の
式
典
と
共
に
そ
の
具
体
化
す
る
出
版
活
動
が
随
伴
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

当
医
学
会
設
立
の
原
点
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
医
の
心
で
あ
る
医
の

倫
理
・
道
徳
律
に
対
す
る
敬
戻
な
回
帰
哲
学
と
誓
が
会
の
開
会
に
先
だ

っ
て
厳
粛
に
執
行
さ
れ
、
先
覚
者
に
対
す
る
報
恩
畏
敬
や
医
学
の
歴
史

に
つ
い
て
の
展
示
、
著
述
品
が
芸
備
医
学
会
の
名
の
下
に
習
慣
的
に
刊

行
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
会
の
創
立
を
記
念
し
て
芸
備
医

学
会
で
発
行
さ
れ
た
も
の
で
は
、
呉
秀
三
の
「
東
洞
全
集
」
が
あ
り
、

そ
の
後
百
年
を
経
て
、
そ
の
伝
統
を
継
承
し
て
、
小
川
新
氏
監
修
「
東

洞
大
全
集
」
の
発
行
を
み
る
が
如
き
で
あ
る
。

こ
の
地
に
興
っ
た
医
学
会
創
立
百
年
に
際
会
し
、
当
地
区
に
、
完
全

に
保
管
さ
れ
て
い
る
べ
き
筈
の
芸
備
医
事
は
欠
号
だ
ら
け
で
活
用
価
値

も
乏
し
い
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。
地
元
・
広
島
で
は
公
私
学
校

図
書
館
所
蔵
の
『
芸
備
医
事
」
は
原
爆
の
災
害
に
よ
り
煙
滅
し
て
了
っ

た
。
戦
後
本
書
の
在
庫
は
広
島
市
外
者
の
本
誌
寄
贈
の
一
部
で
あ
り
、

医
師
会
史
な
ど
編
纂
す
る
上
に
、
資
料
的
に
不
備
・
不
便
を
感
じ
て
い

た
。
本
書
は
地
元
の
み
な
ら
ず
、
部
数
は
少
く
と
も
全
国
的
に
講
読
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
幸
い
し
た
。

そ
の
頃
、
津
下
広
大
名
誉
教
授
が
岡
大
図
書
館
鹿
田
分
館
の
書
庫
で

『
芸
備
医
学
」
創
刊
号
を
見
つ
け
た
、
そ
の
寄
贈
者
名
は
赤
澤
乾
一
の

蔵
書
印
が
あ
る
。
赤
澤
は
広
島
県
北
、
代
々
医
家
出
身
で
岡
山
医
專
卒

業
で
秦
佐
八
郎
と
同
級
生
で
あ
り
、
秦
の
紹
介
で
富
士
川
瀞
と
逢
い
、

私
淑
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
芸
備
医
学
会
岡
山
支
部
幹
事
と
し
て
大
い

に
活
躍
し
、
岡
大
教
授
田
部
浩
と
共
に
有
名
で
あ
っ
た
。


